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 帯広広尾自動車道中札内大樹道路では、路線周辺に生息する希少猛禽類（オオタカ、ハイタ

カ）に配慮した工事を実施し、平成25年3月に中札内IC～更別IC間、平成27年3月に更別IC～忠

類大樹IC間が開通した。 
本事業では、工事前から供用後まで継続的に希少猛禽類の生息状況について確認を行ってき

た。本稿では、本事業における工事中の配慮内容及び工事前後の猛禽類の生息状況から道路整

備による影響評価を行った結果を報告するものである。 
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1.  はじめに 

 帯広広尾自動車道中札内大樹道路（図-1、以下、本路

線という）では、平成20年1月に環境調査報告書1)が公表

され、保全対象とした希少猛禽類（オオタカ及びハイタ

カ）の生息に配慮した工事を実施してきた。なお、本路

線は、平成25年3月に中札内IC～更別IC間、平成27年3月
に更別IC～忠類大樹IC間が開通している。 
オオタカ及びハイタカは、北海道から九州の平地の森

林や農耕地に生息しており2)、両種は環境省レッドリス

ト3)では準絶滅危惧種、北海道レッドデータブック4)では

絶滅危急種に指定されており、オオタカは種の保存法5)

で国内希少野生動植物種に指定されている。本路線周辺

では主にカラマツ、アカエゾマツ、外国産常緑針葉樹

（ストローブマツ等）等で構成される防風林に生息して

いる。本路線周辺におけるオオタカ、ハイタカの営巣林

の状況を写真-1に示す。 
 希少猛禽類に対する工事中の配慮は国内各地の事業で

行われており、配慮の結果、繁殖に成功した例が数多く

報告されている2)。一方、供用後まで継続的に繁殖・生

息確認を行い、事業全体の影響評価を行った事例はほと

んど報告されていない。本事業では、工事前から供用後

まで継続的に希少猛禽類の繁殖・生息状況を把握し、供

用後も含めた事業による影響評価を行った。 
 以下に、工事配慮の実施状況及び供用後まで含めた事

業による希少猛禽類への影響評価結果を記載する。 

2.  工事配慮の実施内容 

(1)   工事配慮内容 
 工事配慮の対象とした希少猛禽類と工事内容及び工事

配慮内容を表-1、表-2に示す。北海道森林管理局「クマ

タカ・オオタカ生息森林の取扱い方針について」6)では、

オオタカの営巣木から250m程度を営巣期特に配慮を要

する区域として定めている。本路線では、営巣地からの

 
図-1  中札内大樹道路 事業位置図 

  

写真-1  オオタカ営巣林（左）、ハイタカ営巣林（右） 
矢印付近が営巣地 (平成28年7月) 
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距離及び視認性、植生、地形等を考慮の上、他事業にお

ける配慮事例及び上記文献を参考に工事配慮区域を営巣

地から250m以内を基本として設定し、配慮区域内で実

施する道路土工、カルバート工等の工事を対象に、工事

配慮を実施した。具体的な工事配慮は、平成23、24、26
年度に工事箇所近傍で確認されたハイタカの営巣地を対

象に行った。 
 
(2)   工事モニタリングの実施状況 
 工事配慮と合わせて工事モニタリング調査も実施して

おり、その実施内容を表-3に示す。工事モニタリング調

査は、工事によるインパクトが大きくなる工事開始日及

び施工工種の変更初日、施工規模拡大時（使用重機やダ

ンプの台数増加等）に実施した（写真-2）。 
工事時には巣上の抱卵・抱雛中の成鳥や雛の状況（写

真-3）、工事箇所周辺の行動及び工事状況を監視し、影

響が見られた際には直ちに作業の中断が可能となるよう

発注者・施工業者・調査者間で連絡体制を構築し、工事

との因果関係を明らかにするために工事内容等の記録も

合わせて行った。 
なお、巣上の監視は、調査圧を低減するためブライン

ドを設置してハイタカの警戒行動がないことを確認した

上で巣内の状況を監視した（写真-4）。 

表-1  工事配慮対象つがいと工事内容 

年度 対象種 
営巣地
路線間
の距離 

工事内容 
(主な使用重機) 

H23 ハイタカ 
Eつがい 

160m 
・道路土工等、ｶﾙﾊﾞー ﾄ工等 
(10t ﾀ゙ ﾝﾌﾟ、ﾊ ｯ゙ｸﾎｳ(0.7、
0.45m3)、ﾌ゙ ﾙﾄ゙ ｰｻ゙ ｰ、振動ﾛ ﾗー
ｰ) 

H24 ハイタカ 
Eつがい 160m 

・道路土工、ｶﾙﾊﾞー ﾄ工等 
(10t ﾀ゙ ﾝﾌﾟ、ﾊ ｯ゙ｸﾎｳ(0.7m3)、ﾌﾞ
ﾙﾄﾞ ｻーﾞｰ、振動ﾛー ﾗｰ、25tｸﾚｰ
ﾝ、4tﾕﾆｯｸ、生ｺﾝ車、ﾎ゚ ﾝﾌ゚
車) 

H26 

ハイタカ 
Jつがい 

120m 

・民家移転による解体 
 (ﾌﾞﾚー ｶ )ー 
・道路土工、ｶﾙﾊﾞー ﾄ工等 
(10t ﾀ゙ ﾝﾌﾟ、ﾊ ｯ゙ｸﾎｳ(0.8、
0.7、0.45m3)、ﾌ ﾙ゙ﾄ゙ ｰｻ゙ ｰ、振
動ﾛー ﾗｰ、4tﾕﾆｯｸ) 

ハイタカ 
Kつがい 90m 

・道路土工、ｶﾙﾊﾞー ﾄ工等 
(10t ﾀ゙ ﾝﾌﾟ、ﾊ ｯ゙ｸﾎｳ(0.7m3)、ﾌﾞ
ﾙﾄﾞ ｻーﾞｰ、振動ﾛー ﾗｰ、25tｸﾚｰ
ﾝ) 

※つがい名は表-5,表-6と対応している。 

表-2  工事配慮内容 

配慮項目 配慮内容 

期間 ・抱卵期～巣立ち確認まで 

騒音の抑制 

・なるべく小規模かつ遠方の工事か

ら実施 

・ダンプの土砂搬出時のバケット音

の抑制 

・ダンプの通行時の合図(クラクショ

ン)の抑制・樹林伐採時の作業騒音

の抑制 

・倒木方向に注意：営巣地方向に倒

れないよう配慮） 

・その他大きな騒音の発生する作

業、重機等の使用の抑制 

作業員によ

る影響抑制 

・猛禽類を注視しないよう周知 

・営巣地の周知はしない 

・資材の投げ落としは避ける 

繁殖阻害要

因の記録 

・工事の「作業内容」「作業規模」

「使用機材」「使用頻度」等の記録 

・工事以外の「作業内容（農業・林

業・交通等）」や「規模」の記録 

 

表-3  工事モニタリング調査の実施内容 

項目 内容 

調査対象 
・工事箇所から半径 250m以内の希少猛

禽類営巣地 

調査 

実施日 

・工事開始日 

・施工工種の変更初日（使用重機の変 

更）や施工規模拡大時 

調査頻度 
・施工開始日及び施工工種変更日より 

2日間 

調査内容 

【希少猛禽類の監視】 

・出現状況の記録 

・巣上の成鳥、雛の監視 

・工事に対する猛禽類の反応、影響度

の判断 

・影響が見られた場合の緊急連絡 

（調査者→発注者・施工業者） 

【工事実施状況の監視】 

・配慮事項遵守状況の確認 

調査時間 ・工事開始～工事終了 

調査期間 ・5月～7月(抱卵期～巣立ち確認まで) 

 

 

写真-2  工事実施状況 (平成26年6月) 

 

写真-3  巣上の成鳥及び雛(平成26年7月) 
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平成23年度及び平成24年度に1営巣地、平成26年度に2
営巣地を対象に工事モニタリングを実施した結果、いず

れも7月に幼鳥の巣立ちが確認された（写真-5）。 

3. 事業による影響評価 

 (1)  評価方法 

 本事業による影響評価の評価項目及び評価方法を表-4
に示す。本事業における繁殖状況・生息状況の確認調査

は、路線から約1kmの範囲を対象に平成17年度から実施

しており、影響評価は平成17年度～平成28年度までの12

カ年分のオオタカ・ハイタカ繁殖期（4～8月、月1回程

度：年により調査月・頻度は異なる）の調査結果を、評

価項目ごとに比較することで行った。 

 
(2)   評価結果 
①生息つがい数、繁殖つがい数、繁殖成功つがい数 
希少猛禽類の繁殖・生息状況を表-5に示す。オオタカ、

ハイタカの生息つがい数は、工事前2～7つがい、工事中

4～7つがい、供用後4つがいとなっており、変動はある

ものの、供用後は平均値(4.6つがい)程度で推移している。 
営巣地ごとに見ると、オオタカ及びハイタカの生息状

況及び営巣環境に変化が見られ、営巣地A、Bでは森林

施業による営巣林の伐採、営巣地B、E、H、Iでは工事

前～供用後にオオタカ、ハイタカから普通種であるノス

リ、トビへの利用種の置き換わりが確認されるなど、本

事業以外の影響による営巣環境及び状況の変化が見られ

た。一方で、供用後の平成28年度には、営巣地C、Gに
おいて、繁殖には失敗したもののオオタカ、ハイタカ各

1つがいの営巣が新たに確認された。 
繁殖つがい数は、工事前2～7つがい、工事中3～5つが

い、供用後4つがいで、生息数同様に変動はあるものの、

供用後は平均値(3.9つがい)程度で推移している。 
繁殖成功つがい数は、工事前2～7、工事中3～5、供用

後2つがいであり、供用後に平均値(3.6つがい)よりも少

ない値となった。これは、農林作業の影響、オオタカの

捕食圧による影響が推定される（詳細は②に記載）。 
 
②繁殖成功率 
オオタカ、ハイタカの繁殖成功率は、工事前100％、

工事中92％、供用後57％であり、供用後に減少が見られ

た（図-2）。ただし、工事中及び供用後の繁殖失敗につ

いては、以下の要因が考えられた。 
 
＜営巣地K（H25：工事中）＞：6月にハイタカの繁殖失

敗が確認されたが、工事は未実施であった。営巣地は農

道及び町道から20～30mと近く、周辺の農地において農

 

写真-4  工事モニタリング実施状況(平成26年7月) 
     ブラインド内より営巣地を監視 

表-4  評価項目及び評価方法 

評価項目 評価方法 

① 生 息 つ が い

数、繁殖つが

い数、繁殖成

功つがい数 

工事前と工事中・供用後の生

息つがい数、繁殖つがい数、繁

殖成功つがい数を比較し、増減

から事業による影響を評価し

た。評価にあたっては、営巣林

の伐採等の環境変化や他種への

入れ替わり等を考慮した。 

②繁殖成功率 工事前と工事中・供用後の繁

殖成功率を比較し、増減から事

業による影響を評価した。繁殖

失敗例については確認状況や周

辺環境等から要因を考察し評価

した。 

③巣立ち幼鳥個

体数 

工事前と工事中・供用後の巣

立ち個体数を比較し、増減から

事業による影響を評価した。 

④営巣地-路線間

の離隔距離 

工事前と工事中・供用後の営

巣地－路線間の離隔距離を比較

し、事業による影響を評価し

た。 

 

 

写真-5  巣立ち後の幼鳥(平成26年7月) 
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図-2  事業段階ごとの繁殖成功率 
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作業が行われた形跡があり、農作業の実施や農業用車両

の通過等が繁殖阻害の要因と推定した。また、営巣地付

近では5月にオオタカの飛翔が確認されており、繁殖の

阻害要因となった可能性があると推定した。 
 
＜営巣地D（H27：供用後）＞：6月～7月の間にハイタ

カの繁殖失敗が確認された。ハイタカの一般的な営巣林

密度は672～2593本/haとの報告7)があるが、営巣地Dの樹

林密度は平成24～25年度営巣地で460本/ha、平成26年度

営巣地で601本/haと低く、H25年7月の調査ではオオタカ

によるハイタカ幼鳥の捕食が確認されていることから

（写真-6）、当該営巣地はオオタカが侵入しやすい状況

にあると考えられ、平成27年度もオオタカにより繁殖が

阻害された可能性があると推定した。 

＜営巣地C（H28：供用後）＞：6月～7月の間にハイタ

カの繁殖失敗が確認された。営巣木は農道から約10mの

箇所であり、営巣地直近の農地で農作業跡が確認された

ため、一般車両や農業車両の運行が繁殖阻害の要因と推

定した。（写真-7）。 

＜営巣地G（H28：供用後）＞：6月～7月の間にオオタ

カの繁殖失敗が確認された。巣内育雛期に営巣木直下で

森林施業（草刈り）が行われたことが繁殖阻害の要因と

推定した（写真-8）。 
 
上記以外に繁殖失敗の確認はなく、繁殖失敗にはいず

れも工事以外の要因があると推定した。これらのことか

ら、道路の工事及び供用による繁殖成功率への影響は、

極めて小さいと考えられた。 

表-5  希少猛禽類繁殖・生息状況一覧 

H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28

A ハイタカ ― ― ― ○ ○ ◇ ◎ ■ -
B オオタカ ― ― ― ― ﾉｽﾘ ﾉｽﾘ ﾉｽﾘ ﾉｽﾘ■ ﾉｽﾘ ﾉｽﾘ -
C ハイタカ △ -
D ハイタカ ○ ○ ◎ ○ ○ ◎ ◇ ◎ ◎ ◎ △ ― -
E ハイタカ ― ― ◎ ○ ○ ◎ ◎ ◎ ◇ ◇ ― ﾉｽﾘ -
F ハイタカ ◎ ○ ― ◇ ◎ ― ◎ ― ◇ ― -
G オオタカ △ -
H オオタカ ○ ○ ◎ ○ ﾉｽﾘ ◎ ◇ ― ﾉｽﾘ ﾉｽﾘ -
I オオタカ ― ― ◎ ○ ― ﾄﾋﾞ ― ― ― ― ﾄﾋﾞ ﾄﾋﾞ -
J ハイタカ ◎ ○ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ -
K ハイタカ ◎ ― △ ◎ ◎ ◎ -

a 営巣地数 5 5 8 8 8 8 9 8 7 8 8 10 7.7
b 生息つがい数※ 2 2 6 7 4 6 7 4 5 4 4 4 4.6

2 2 6 7 4 4 5 3 4 3 3 4 3.9
2 2 6 7 4 4 5 3 3 3 2 2 3.6

e 繁殖成功率(d/c) 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100% 75% 100% 67% 50% 91%

平均
値

c 繁殖つがい数
d 繁殖成功つがい

種名
工事前 工事中 供用後

営巣地

 
※生息つがい数は、現地調査で既往営巣林内で個体を確認した営巣地の数とした。 

凡例：◎繁殖成功：巣内育雛期までに成鳥の繁殖指標行動や幼鳥を目視や鳴き声で確認し、 

巣外育雛期に幼鳥の巣立ちを確認した場合。 

○繁殖成功(推定)：巣内育雛期のみにヒナを確認した場合。あるいは巣外育雛期のみに幼鳥を確認した場合 

（周辺の林で繁殖した可能性があるため）。 

△繁殖失敗：巣内育雛期までに成鳥の繁殖指標行動や幼鳥を目視や鳴き声で確認したが、 

幼鳥の巣立ちが確認されなかった場合。 

◇個体確認：繁殖指標行動や幼鳥が確認されなかったが、営巣林で個体が確認された場合。 

－繁殖なし：繁殖指標行動が確認されず、かつ営巣林での個体の確認がなかった場合。 

■営巣林伐採（森林施業等）：営巣林の伐採が確認された場合。 

＼評価対象外：営巣林伐採のため、評価対象外。 

 

写真-6  営巣地Dでオオタカに捕食された 
  ハイタカ幼鳥(平成25年7月) 

 

写真-7  営巣地Cと農道の位置関係(平成28年9月) 

営巣地 
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③巣立ち幼鳥個体数 
オオタカ、ハイタカの巣立ち幼鳥数を表-6に示す。各

営巣地における巣立ち幼鳥数は工事前1～2個体、工事中

1～4個体、供用後2個体であり、概ね同等である。路線

全体で見ると、工事中から供用後まで継続的に幼鳥の巣

立ちが確認されている。なお、既往調査によるとオオタ

カ及びハイタカの巣立ち幼鳥数は1～3羽2)、平均の巣立

ち幼鳥数は、オオタカで平均2.2羽8)との報告があり、本

調査結果は一般的な巣立ち個体数と同等であった。 
これらのことから、道路の工事及び供用による巣立ち

幼鳥数への影響はなかったと考えられた。 
 
④営巣地と路線の離隔距離 
営巣地の路線からの離隔距離を表-7に示す。離隔距離

は、工事前から工事中にかけて全営巣地の合計で約

130m接近した。営巣地Fが160m接近したことが要因であ

るが、営巣地Fは工事箇所から850m～1km程度離れてお

り、工事以外の要因により営巣地が移動したものと考え

られた。営巣地Fを除くと離隔距離の変化は+29mとなり

大きな変化はなかった。工事前から供用後では+22mと

なり、大きな変化はなかった。工事配慮の対象とした路

線から250m以内の営巣地では、工事前から工事中で-
16m、供用後で-7mであり、ほとんど変化はなかった。 

各事業段階の離隔距離と繁殖状況の関係を図-3に示す。

 

写真-8  営巣地G直下の草刈り跡(平成28年7月) 
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図-3  各事業段階における路線-営巣地間離隔距離 

表-6 巣立ち幼鳥数 

H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28

A ハイタカ ― ― ― 不明 不明 ― 2 ■
B オオタカ ― ― ― ― ― ― ﾉｽﾘ ﾉｽﾘ ﾉｽﾘ ﾉｽﾘ■ ﾉｽﾘ ﾉｽﾘ
C ハイタカ △
D ハイタカ 不明 不明 2 不明 不明 1 ― 4+ 1 1 △ ―
E ハイタカ ― ― 不明 不明 不明 1 3 2+ ― ― ― ノスリ

F ハイタカ 2 不明 ― ― 不明 ― 2 ― ― ―
G オオタカ △
H オオタカ 不明 不明 2 不明 ﾉｽﾘ 1+ ― ― ﾉｽﾘ ﾉｽﾘ
I オオタカ ― ― 2 不明 ― ﾄﾋﾞ ― ― ― ― ﾄﾋﾞ ﾄﾋﾞ
J ハイタカ 3 不明 不明 1+ 1+ 2+ 2 3 2+ 2
K ハイタカ 1 ― △ 4 2+ 2

巣立ち幼鳥数 ― ― 11 ― ― 4+ 7+ 8+ 5 8 4+ 4

工事前 工事中 供用後
種名営巣地

 
   凡例：数値(1～4) 巣立ち幼鳥数、△繁殖失敗、－繁殖なし、■営巣林伐採、＼評価対象外 

＋は数値以上の幼鳥が巣立った可能性がある場合に表記。 

表-7  路線と希少猛禽類営巣地の離隔距離 

営巣地 種名 
路線-営巣地間の平均距離(m) 

工事前 工事中 供用後 

A ハイタカ 308  345(+37) ― 
B オオタカ ― ― ― 
C ハイタカ ― ― 180(±0) 
D ハイタカ 555  563(+8) 584(+29) 
E ハイタカ 209  175(-34) ― 
F ハイタカ 1013  853(-160) ― 
G オオタカ ― ― 1335(±0) 
H オオタカ 947  ― ― 
I オオタカ 406  ― ― 
J ハイタカ 100  120(+20) 96(-4) 
K ハイタカ 82  80(-2) 79(-3) 

離隔距離
変化量の
合計 

全営巣地 ― -131  22  
F以外 ― 29 22 

250m以内
の営巣地 

― -16 -7 

※( )内は距離の変化量。工事前-工事中、工事前-供用後
の変化量を示す。-は路線への接近、+は遠ざかったこと
を示す。 

営巣木
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工事中及び供用後に繁殖に失敗したつがいについても、

路線からの距離には180m～1335mと幅があり、繁殖成功

率と路線から営巣地までの距離に関連性は見られない。 
これらのことから、道路の工事及び供用による営巣地

の立地への影響は、極めて小さいと考えられた。 

4.  結論 

・工事箇所から250m以内で営巣が確認されたハイタカに

ついて、工事配慮を行いながら工事を実施した。対象

の営巣地からはいずれも幼鳥が巣立ち、繁殖成功が確

認された。 

・本事業による影響評価の評価項目（「生息つがい数、

繁殖つがい数、繁殖成功つがい数」「繁殖成功率」

「巣立ち幼鳥数」「営巣地-路線間の離隔距離の変

化」）を見ると、工事前と比較して「繁殖成功つがい

数」、「繁殖成功率」が供用後に減少する傾向が見ら

れたが、森林施業や農作業、ハイタカ・オオタカ営巣

地へのノスリ、トビの侵入、またオオタカによるハイ

タカの捕食等、道路事業以外の繁殖阻害要因が認めら

れている。それらを考慮すると、工事前・工事中・供

用後で評価項目に変動はほとんど認められない。 

・道路の工事及び供用による巣立ち幼鳥数に変化は見ら

れない。 

・本路線と営巣地の離隔距離の変化について整理した結

果、工事前・工事中・供用後で離隔距離に大きな変化

はなく、繁殖成功・失敗との関連性は見られない。 

・本地域は農林施業が活発な地域であり、これらの活動

がハイタカ、オオタカの繁殖に影響を及ぼす場合も考

えられるが、平成28年度（供用後）調査において周辺

の類似環境を利用した新たなハイタカ、オオタカの営

巣地が確認されたことから、本地域は今後も継続的に

生息地として利用されると考えられる。 

 

 

5.  おわりに 

本路線周辺では、供用後も希少猛禽類のオオタカ・ハ

イタカの生息環境が保たれており、事業による大きな影

響は生じなかったと考えられる。 

現在、忠類大樹～豊似間において事業を計画中であり、

路線周辺では中札内～大樹間と同様にオオタカ、ハイタ

カの生息が確認されている。調査手法及び工事中の対応

等に関しては本事業で得られた知見を活用し、希少猛禽

類の生息に影響を与えることのないよう、事業を進める

予定である。 
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